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 早いもので、もう中秋の名月の頃となりました。先日の台風11号ではご心配をおかけいたしましたが、昨年のような大きな

被害はありませんでした。今号では、現在開催中の芸術祭や秋の研修旅行、実技講習会等の予告に加えて、夏に行ないました

実技講習会・自主活動グループの合宿の報告をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014 年度の事業計画について変更点 

 

                                                 

  

 

 

 

 

 

（第2回実技講習会担当：森田 佳子）

 

 

 

 

 

（第1回実技講習会担当：森田佳子）

 

 

 

今回の会場は河内木綿の継承に取り組まれている八尾市歴史民俗資料館。参加者は、会員8

名、一般8名の計16名。同学芸員の李 熙連伊（い ひょんい）氏を講師に行いました。 

まずは、河内木綿や綿についてのお話しを伺い、その後、綿繰り・糸紡ぎの実技です。 

綿の実を、綿と種に分ける作業。手でとろうとしてもうまくいかないものが、綿繰り機を使

うと、しゅるしゅると種が除かれた綿がでてきます。道具の妙です。その後、弓を使っての

綿打ち、糸紡ぎと続きます。簡単なスピンドル（紡錘車）を使って、各自糸を紡いでいきま

した。 

また、全員ではありませんでしたが、糸車を使った糸紡ぎも、体験していただきました。

綿が糸になっていく瞬間は、まさに手品を見ているよう。思わず、感嘆の声があがっていま

した。 

最後に綿と藍の栽培をされている畑を見学して終了。 

地元の夏祭りの太鼓の音で、夏をより一層感じた一日でした。参加された皆さま、ありが

とうございました。                                    （第1回実技講習会担当：森田 佳子）

今回はケセランぱさらん（太田てじょん氏 ＆ 深田純子氏のユニット）を講師に、 

竹を使った音遊びを行います。 

前半は竹の楽器づくり。「うぐいす笛」「竹リコーダー」「バリンビン」の３つの楽器を 

つくります。バリンビンはフィリピンの民族楽器で、手や膝をたたくと「ビン！ビン！」

ととても面白い音が出ます。うぐいす笛はシンプルな笛ですが、演奏次第で様々な音 

（音階も！）が出せるそうです。 

後半は、つくった楽器はもちろん、講師の方がお持ちいただく様々な手づくり楽器で、

参加者みんなでいろんな音を奏でて楽しみます。 

つくって、楽しむ、2倍楽しい企画です。ぜひ、ふるってご参加ください。 
 

１１月３日（月祝）１１：００ ～１７：００頃  法人事務所にて 

 

 
講習会の様子 

前回ご案内した事業計画から日時の変更があります。 

◎ 実技講習会  

 第2回 竹で音遊び/竹の楽器づくり＆音遊び体験 11月3日(月祝) 11：00～17：00頃 講師：ケセランぱさらん   

 第4回 絵画/水彩木版画   3月21日(土) 10:00～17:00  講師：ふるさか はるか 氏（前年度中止分） 
 

◎ 研修旅行 

 12月6日(土)7日(日)    訪問候補地：風と土の交藝 in 琵琶湖高島 2014 (予定)      (編集担当：芝田 真美)

2014 年度 第１回 実技講習会の報告 

2014年度 第2回 実技講習会のご案内



 

 

● 本法人は、皆様方からご納入頂きました会費で運営されております。常々、ご協力有難うございます。 

未納の方は、早目の納入にご協力をお願い致します。  
 
郵便口座：００８９０－１－１０６３４６  NPOアーツ プラネット プラン フローム イガ  
 

   「ゆうちょ銀行」で直接お振り込みいただく場合には、すでに送付済みの振込用紙をご使用いただくか、上記の口座 

にお振り込みをお願いします。また、「ゆうちょ銀行」へ他の金融機関より振り込みができるようになりましたので、 

その場合は下記の口座にお振り込みください。よろしくお願いします。 
 
 ゆうちょ銀行 金融機関コード ９９００  店番 ０８９  店名 〇八九店（ゼロハチキユウ店） 

       当座 ０１０６３４６  アーツプラネツトプランフロームイガ 

自主活動グループの活動報告 

 

 

 

 

 

 

         

本号が皆様のお手元に届く頃は、ちょうど`14風と土のふれあい芸術祭 in 伊賀

が開催中（14日〜23日開催、16,17,18日は休館）の頃だと思います。昨年度から

「風と土のふれあい芸術祭 in 伊賀」と改称し、本法人をはじめ、地域の広範な人々

から構成された実行委員会が発足しての2年目となります。伊賀地域内外の50人

の芸術家たちが、作品を持ち寄り、矢持地区市民センターの屋内外で、絵画や立体

造形、工芸品など約100点を展示し、21日（日）には「風と土のアート フェア」

を開き、染織、木のスプーン作りや箸づくりなどのワークショップ、乗馬体験やハ

ープ＆タオライヤー体験、バンド演奏、工芸品、カレー、古代米等の販売など 18

団体が出店します。今年もメナード青山リゾートのご協力を得て、無料送迎バスも

伊賀神戸駅より出ています。会期はあと僅かですが、ぜひ足をお運び頂けたらと願

っております。よろしくお願い致します。  （風と土のふれあい芸術祭in伊賀 担当：石津 勝）

2014年度の研修旅行は『風と土の交藝 in 琵琶湖高島 2014』の後半会期に合わせ、滋賀県
高島市方面への一泊二日の旅を計画致しました。  
『風と土の交藝 in 琵琶湖高島 2014』は滋賀県高島市内に拠点を持つ手しごと作家（工芸・
農業・古民家再生など）たちの工房や住まいなど"暮らし"をめぐる、オープンアトリエ型の 
催しです。（公式HPより） 
地域の魅力を感じ、琵琶湖の幸を食す旅はいかがでしょうか。詳しくは別紙のご案内をご覧

ください。よい旅になるよう精一杯頑張りますので、皆様のご参加お待ちしております。 

（研修旅行担当：芝田 真美） 

滋賀県高島市の様子 

（公式HPより） 

「粘土カフェ」 

3月末に実施した穴窯焼成の「窯出し」を、4月20日（日）に行いました。作品を、
火袋・前の棚・中の棚・奥の棚と、分けて順に並べていきました。薪窯でなければ出な
い緋色や窯変の美しい作品がたくさん出来ました。参加者は、大人17名・学生1名・中
学生5 名の計23 名でした。9 月の「風と土のかたち展」で発表する予定です。6 月・7
月の活動日には、薪棚に残っている丸太の薪割り・草刈り・粘土の再生・穴窯見学会を
行いました。8月は、3日間の「夏合宿」を予定していましたが、台風のため11日午後
のみの活動となりました。参加者4名と、青山高原別荘地の間伐材の下見に行ってきま
した。                              （担当：田上 早百合）

 
「庵プロジェクト」 
 

夏合宿は、8月11日～14日までの3泊4日、実施しました。参加者には、新た
なメンバーも2日間参加されて、常時4名程で庵を建てる予定の場所を整備するこ
とから始りました。メンバーも増えて今後が楽しくなりそうです。 （担当：石津 勝) 

窯出しの様子  
 

 
 

薪割りの様子 

 
    

     
   

         
         

 

研修旅行のご案内   

風と土のふれあい芸術祭 in 伊賀 開催中 

 

 
 
 
 
 
 
 

事務局からのお願い 


